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式典の様子

あいさつする田島征夫理事長

上野原機械器具工業 協同組合

　
去
る
10
月
24
日
、上
野
原
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー「
も
み
じ
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
上
野
原
機
械
器
具
工
業

協
同
組
合（
田
島
征
夫
理
事
長
）

の
組
合
設
立
60
周
年
記
念
式
典

が
、組
合
員
を
始
め
来
賓
及
び
組

合
関
係
者
約
80
人
の
出
席
の
も

と
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

　
当
該
組
合
は
、日
本
経
済
が
戦

後
の
混
乱
期
を
脱
し
復
興
期
か

ら
高
度
成
長
期
に
さ
し
か
か
っ
た

昭
和
29
年
に
地
元
中
小
企
業
の
期
待
を
担
い
、中
小
企
業
の
振

興
並
び
に
地
域
経
済
の
発
展
を
目
的
に
、組
合
法
施
行
後
の
県

内
の
協
同
組
合
の
第
１
号
と
し
て
設
立
さ
れ
、上
野
原
地
域
の
機

械
器
具
業
界
の
中
枢
的
団
体
と
し
て
の
活
動
し
60
年
を
迎
え
た
。

　
記
念
式
典
第一部
の
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、田
島
征
夫
理
事

長
か
ら
組
合
が
歩
ん
で
き
た
経
過
が
話
さ
れ
た
他
、歴
代
理
事
長

に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
第
二
部
の
記
念
講
演
で
は
、『
最
近
の
山
梨
県
の
経
済
に
つ
い

て
』を
テ
ー
マ
に
、日
本
銀
行
甲
府
支
店
の
伊
野
彰
記
支
店
長
よ

り
県
内
景
気
の
現
状
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、参
加
し
た
組
合

員
は
熱
心
に
聞
き
入
って
い
た
。

　
第
三
部
の
懇
親
会
で
は
、「
組
合
の
歩
み
」と
し
て
制
作
さ
れ
た

ビ
デ
オ
上
映
が
行
わ
れ
、上
野
原
が
元
々
甲
斐
絹
織
物
の
産
地
と

し
て
栄
え
た
こ
と
、手
織
り
か
ら
足
踏
み
織
機
、更
に
は
動
力
に
よ

る
織
機
へ
と
進
ん
で
い
く
中
で
機
械
椎
修
理
工
場
に
よ
る
工
業
が

盛
ん
に
な
って
い
く
様
子
や
、設
立
以
降
の
事
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、組
合
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
振
り
返
っ

た
。ま
た
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、組
合
員
の
家
族
を
始

め
関
係
者
か
ら
踊
り
や
歌

が
披
露
さ
れ
、終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
式
典
の
幕

を
閉
じ
た
。

　
田
島
理
事
長
は
、60
周

年
を
契
機
と
し
て
、こ
れ
ま

で
携
わ
っ
た
き
た
先
輩
た

ち
の
情
熱
を
思
い
起
こ
し
、

更
に
70
年
に
向
か
って
こ
れ

ま
で
以
上
に
上
野
原
地
域

経
済
の
発
展
の
た
め
全
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

決
意
を
新
た
に
し
た
。
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山梨報徳機工 協同組合

　
山
梨
報
徳
機
工
協
同
組

合（
新
藤
進
理
事
長
）は
、

二
宮
尊
徳
翁
の「
報
徳
」の

教
え
を
取
り
入
れ
た
企
業

経
営
を
行
う
県
内
の
機
械

金
属
工
業
製
品
の
製
造
・

加
工
及
び
販
売
業
の
有
志

に
よ
り
、昭
和
55
年
に
設
立

さ
れ
た
組
合
で
す
。

　「
報
徳
」と
は
受
け
た
徳

や
恩
義
に
報
い
る
と
い
う

考
え
方
で
、経
済
と
道
徳

の
融
和
を
訴
え
、私
利
私

欲
に
走
る
の
で
は
な
く
社

会
に
貢
献
す
れ
ば
、い
ず
れ

自
ら
に
還
元
さ
れ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、報
徳
の
教
え
に
は「
至
誠
」を
基
本
と
し
、三
つ
の
柱
が

あ
り
、「
勤
労
」・「
分
度
」・「
推
譲
」と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
ま
す
。

　
組
合
は
、こ
の
教
え
に
基
づ
い
て
経
営
活
動
を
行
お
う
と
す
る

中
小
企
業
の
集
ま
り
で
、組
合
員
各
社
は
報
徳
思
想
の
実
践
を

心
が
け
企
業
内
は
も
と
よ
り
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
明
る
く

平
和
な
社
会
作
り
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
は
設
立
し
て
以
来
、自
ら
の
み
の
利
益
を
追
求
す
る
の
で

は
な
く
、互
い
に
助
け
合
い
高
め
合
う
こ
と
を
目
的
に
金
融
事
業

や
定
例
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
事
業
で
は
、組
合
が
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
て
行

う
転
貸
融
資
で
は
な
く
、融
資
す
る
原
資
を
組
合
員
が
共
同
で

積
み
立
て
て
拠
出
す
る
こ
と
に
よ
り
融
資
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
開
催
し
て
い
る
定
例
会
で
は
、講
師
に
よ
る
研
修
会
、中

央
会
な
ど
の
外
部
機
関
を
招
い
て
の
最
新
施
策
等
の
情
報
収
集
、

新
年
会
や
家
族
同
伴
の
納
涼
会
等
の
親
睦
事
業
等
を
実
施
し
て

お
り
、多
彩
な
事
業
展
開
を
組
合
の
設
立
時
か
ら
行
って
い
ま
す
。

　
新
藤
理
事
長
は
、「
景
気
に
左
右
さ
れ
る
中
小
企
業
が
多
い
中
、

報
徳
の
精
神
を
実
践
し
て
い
る
組
合
員
企
業
は
比
較
的
業
績
が

良
好
で
、永
年
に
渡
り
堅
実
に
会
社
を
経
営
し
て
い
る
。今
後
は

報
徳
の
教
え
を
き
わ
め
て
誠
実
に
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、組
合

事
業
や
企
業
の
活
性
化
、社
員
教
育
に
反
映
し
、社
会
に
貢
献
し

て
い
く
と
と
も
に
、組
合
員
同
士
が
連
携
し
絆
を
深
め
て
い
き
た

い
。」と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
組
合
は
報
徳
の
教
え
に
基
づ
く
組
合
活
動
を
よ
り一層
推
進
し

て
い
く
た
め
、組
合
員
の
加
入
促
進
や
青
年
部
の
育
成
、山
梨
県

内
外
に
広
く
交
流
を
求
め
組
合
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

県警の中島課長に宣言書を渡す栗山理事長
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協同組合 山梨県流通センター

　
協
同
組
合
山
梨
県
流
通
セ

ン
タ
ー（
栗
山
直
樹
理
事
長
）

で
は
、10
月
14
日
に
全
国
の
卸

商
業
団
地
組
合
と
し
て
初
の
、

ま
た
、山
梨
県
内
の
中
小
企

業
組
合
と
し
て
も
初
め
て
と

な
る「
暴
力
団
等
反
社
会
勢

力
排
除
宣
言
」を
行
っ
た
。

　
組
合
で
は
こ
れ
ま
で
組
合

員
に
最
適
な
企
業
立
地
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
安
心・安
全
な
流
通
セ

ン
タ
ー
づ
く
り
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、団
地
内
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
、組
合
員
従
業
員
の
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、事
業
活

動
用
ガ
ソ
リ
ン
の
備
蓄
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
って
き
た
。そ

の一環
と
し
て
、今
年
５
月
に
組
合
か
ら
反
社
会
的
勢
力
を
排
除

す
る
た
め
の
定
款
変
更
を
行
い
、８
月
に
は『
反
社
会
的
勢
力
で

は
な
い
こ
と
に
対
す
る
表
明
及
び
確
約
書
』と
し
て
暴
力
団
等
の

反
社
会
的
勢
力
を
団
地
に
進
出
さ
せ
な
い・進
出
し
た
場
合
も
退

去
さ
せ
る
旨
の
書
類
を
全
組
合
員
と
取
り
交
わ
し
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、今
回
は
、組
合
員
の
出
席
の
も
と
で
、安
全
で

安
心
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
企
業
の
社
会
的
責
任
を
表
明
す

る
た
め
の
宣
言
と
な
っ
た
。

　
宣
言
に
は
、

①
暴
力
団
等
の
反
社
会
的
勢
力
と一切
の
関
係
を
な
く
す
こ
と

②
暴
力
団
等
の
反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
を
拒
否
す
る
こ
と

③
暴
力
団
等
の
反
社
会
的
勢
力
か
ら
の
不
当
な
要
求
を
断
固

拒
否
す
る
こ
と
　

④
警
察
関
係
が
行
う
暴
力
排
除
活
動・犯
罪
予
防
活
動
等
に
積

極
的
に
協
力
す
る
こ
と
　

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、宣
言
に
併
せ

て
、山
梨
県
警
察
本
部

組
織
犯
罪
対
策
課
長

の
中
島
義
夫
警
視
を

招
き
、「
暴
力
団
情
勢

と
対
策
」
と
題
し
て

行
っ
た
講
演
に
は
組
合

員
企
業
の
50
社
余
り

が
出
席
し
、反
社
会
的

勢
力
か
ら
の
企
業
防

衛
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
。

「暴力団情勢と対策」講演会の様子


